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行動・体験中心の活動 を

デザインしてみよう

～教材例集を参考に～

2014年10月4日
熊本県総合福祉センター

矢部まゆみ
横浜国立大学非常勤講師
横浜市日本語学習コーディネート業務アドバイザー

平成26年度 文化庁日本語教育研究協議会【熊本】
「生活者としての外国人」のための日本語教育ワークショップ

第2分科会



第2分科会の流れ

０．はじめに ～なぜ「行動・体験中心の活動」なのか～

１．カリキュラム案についておさらい

２．行動・体験中心の活動について

３．行動・体験中心の活動のデザインについて

考えてみよう

４．教材例集活用の留意点

５．質疑応答
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０．はじめに
～なぜ「行動・体験中心の活動」なのか～
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なぜ「行動・体験中心の活動」なのか

➣ 「行動・体験中心の活動」ときいて

イメージするものは？

⇔「行動・体験中心の活動」ではないものは？

➣ 自分の実践の中での「行動・体験中心の活動」の

例を挙げると…

➣ 「行動・体験中心の活動」を取り入れる中で

感じていることは？
など
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意義 効果 葛藤 課題



なぜ「行動・体験中心の活動」なのか

4

五感に訴える
ピンとくる
わかりやすい

動機が
高まる

「できるようになった！」
という達成感

「すぐに使える」
「役に立つ」
という実感

初級の学習者には
難しい？

ことばが体系的に
積み上がらない？

どのように準備したら
いいのか
わからない？

自信

生活場面・課題
との密着

つながり
かかわり

協働

対話
相互理解

視覚教材
の工夫

本当に
そう？？

そもそも継続して
通える人ばかり
なのか？

ようこそ
今日の
ワークショップ
へ！

多言語話者
（先輩学習者
など）の活用

組み合わせ
方の工夫
いろいろ！
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文化庁「カリキュラム案」での言語・言語習得の考え方

言語学習
・学習者が「できるようになりたい」と望む生活上の行為を
選ぶことで言語学習が進む

教室活動
・生活上の行為と教室活動がつながっていること
⇒体験･行動中心の活動

 日本語教室から地域社会へ
・学習者の主体性を重視→学び続ける生涯学習へ
・地域住民との協働活動を取り入れる→対等な人間関係
⇒ネットワークの構築
⇔自立
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参照：
横浜市国際交流協会ＨＰ
「H24 教室実習型研修
実施報告」
第II期日本語コミュニケー
ション・ワークショップ
第２回 健康・病気・けが

http://yoke.or.jp/8niho

ngo/nihongo/24nen_ji

sshugata_keishu_ho

koku_toshi.pdf

★単発型★

http://yoke.or.jp/8nihongo/nihongo/24nen_jisshugata_keishu_hokoku_toshi.pdf
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イメージ
を つ か
む

体 験 ・ 行
動する

「行動・体験中心の活動」と「文法等の学習」の連動の可能性

＊参照： http://www.yoke.or.jp/8nihongo/8_4jisshugata_kenshu.html
（横浜市国際交流協会ＨＰ 「H24教室実習型研修 実施報告」第Ⅰ期プログラム内容）

http://www.yoke.or.jp/8nihongo/8_4jisshugata_kenshu.html
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＊参照： http://www.yoke.or.jp/8nihongo/8_4jisshugata_kenshu.html

（横浜市国際交流協会ＨＰ 「H24教室実習型研修 実施報告」第Ⅰ期プログラム内容）

http://www.yoke.or.jp/8nihongo/8_4jisshugata_kenshu.html


１．カリキュラム案についておさらい
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参照してください！ ➢『ハンドブック』 pp.7-8  
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文化庁「カリキュラム案」の 言語・言語習得の考え方

言語学習
・学習者が「できるようになりたい」と望む生活上の行為を
選ぶことで言語学習が進む

教室活動
・生活上の行為と教室活動がつながっていること
⇒体験･行動中心の活動

 日本語教室から地域社会へ
・学習者の主体性を重視→学び続ける生涯学習へ
・地域住民との協働活動を取り入れる→対等な人間関係
⇒ネットワークの構築
⇔自立



 「エンパワメント」の実現
新たに参入する「生活者としての外国人」にとって、
日本語習得はそれ自体が最終目標ではありません。

獲得された意思疎通の手段により、人とつながるこ
と、言葉の壁によって発揮できなかった自分らしさや
力を取り戻したり、発揮できたりするようになること、
そして社会の一員として自立し、社会生活のあらゆる
領域に参画すること、つまり「エンパワメント」を実現
することによって初めて目標に到達したということが
できます。そのことをしっかりと見据えて、地域におけ
る具体的なプログラムを構築することが必要です。

（文化庁『生活者としての外国人に対する日本語教育の標準的なカリキュラ
ム案 活用のためのガイドブック』p.3） 12

文化庁「カリキュラム案」の 言語・言語習得の考え方
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標準的なカリキュラム案で扱う生活上の行為の事例

○ 健康・安全に暮らす

・ 健康を保つ

・ 安全を守る

○ 住居を確保・維持する

・ 住居を確保する

・ 住環境を整える

○ 消費活動を行う

・ 物品購入・サービスを利用する

・ お金を管理する

○ 目的地に移動する

・ 公共交通機関を利用する

・ 自力で移動する

○ 人とかかわる

・ 他者との関係を円滑にする

○ 社会の一員となる

・ 地域・社会のルール・マナーを守る

・ 地域社会に参加する

○ 自身を豊かにすることができる

・ 余暇を楽しむ

○ 情報を収集・発信する

・ 通信する

・ マスメディアを利用する

「労働」「教育」に関するものを抜いてある
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生活上の
行為の
事例

２３言語の
項目の
翻訳

簡易版
＋

詳細版



カリキュラム案の活用方法

（１）対象とする学習者の属性や数の把握
（２）生活課題の把握
（３）地域のリソースの把握

（１）日本語教室の目的を設定
（２）学習者のニーズ，地域のリ
ソースに基づいた教室の設置

①地域課題，域内の外国人の状
況 に対応した日本語教室の設置
②行政・関係機関との連絡調整

（１）学習内容について検討
（２）学習順序について検討
（３）学習時間について検討
（４）指導者・協力者について検討
（５）教室活動について検討

①行動・体験中心の活動について検討
②教材について検討
③評価について検討

相互作用

【日本語教育プログラム作成手順】

各地域の実情
に応じた日本語
教育の実施

プログラム
の見直し

２．日本語教室
の目的や設置
場所等につい
ての検討

３．具体的な日
本語教育プロ
グラムの作成

はじめに…

１．域内の外国人の
状況・ニーズ，地域
のリソース等の把握



２．行動・体験中心の活動について
～具体例から～
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（例） 学習者Ａさんの状況

【出身】 タイ 【性別】女性 【年齢】30代
【来日経緯・日本滞在の理由】
タイで出会った日本人駐在員と結婚して来日。
現在幼稚園に通う娘（５歳）がいる。

【日本語レベル】
限られた語彙をつなげて、簡単な会話ができる

【母語】 タイ語



【過去の外国語学習経験】
タイの中学校の授業で英語を履修した（現在、
英語でのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝはほとんどできず、日常
的にはほとんど使えず、ごく基礎的な単語がわ
かる程度）

【現在の社会的な役割・立場】
主婦、妻、母親（子育てに余裕ができ、自分に
できる仕事があったらパートに出たいと思って
いる）
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【生活課題】
●保護者としての役割を果たすこと

・・・現在、子どもの幼稚園からのおたよりを理解して必要な
ものを準備したり、行事に参加したりできるようにならなくてはと
思っている。幼稚園の関係者（教師、他の保護者など）とのコ
ミュニケーションもできるようになりたい。

●家族の健康・安全を守ること
・・・現在、病院に行くときには、夫に会社を休んでもらって付

き添ってもらっている。子供の急な病気やけがで自分で対応し
なくてはならないこともあるので、自分だけでも子供を連れて病
院にいけるようになっておかなくてはと思うが、不安がある。

●将来、仕事ができるようになること

19

これらの課題の中で、
優先度の高いものは？
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Ａさんが自分の力で病院に行けるようになるためには
何が必要か（１）

＜日本語を使ってできるようになるといいこと＞

➢周囲の人に症状・様態を伝えて、助言（地域のどの医療機関に
行くとよいか、など）を求めることができるようになる

・・・自分の症状を伝えることばを知り、部分的にでも使えるようになる

➢「多言語医療問診票」を使って（「これ、おねがいします」と言って
問診票を出して）、受診の受付ができるようになる

➢自分の症状などを伝えたり、医師の診断や指示を理解する
・・・重要なことはメモに書いてもらい、家に持ち帰って家族と共有したり、

周囲から助けを得たりする際に使えるようにすることも考慮）

➢
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Ａさんが自分の力で病院に行けるようになるためには
何が必要か（２）

＜知識・情報として＞
➢日本の医療システム、医療機関を受診する際の手続き
の流れ

→病院で どのようなことが どのような手順で進むのか、
ある程度のイメージをもって備えられるように

➢「多言語医療問診票」の存在

➢医療通訳サービスのアクセス方法など

➢地域で評判のいい病院・医院、 評判の悪い病院・医院、
診療時間、交通アクセス等の情報
➢
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Ａさんのための 行動・体験中心の活動案
〜教材例集の活動案をもとに調整を加えて〜

➢教材例集
p.７
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Ａさんのための行動・体験中心の活動案
〜教材例集の活動案をもとに調整を加えて〜

行動を起こすために必要な
知識・情報についても考慮

→日本の医療制度（母国の制
度との違い）、
医療通訳サービス活用法、
多言語リソースの活用法、地
域の病院・医院の評判、
診療時間、交通アクセスなど

・Ａさんが、この行動を実際に
起こせるようになることを目指す

・教室活動そのものも、行動・体
験中心（参加型）に

➢教材例集
p.７
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イメージを
つかむ

➢教材例集
p.８

「日本で病院へ行きましたか。」
「かぜ？」「おなか？」
「だれと 行きましたか。」

イラストを一緒に見ながら、病
気をした経験や、病院・医院で
診察を受けた経験について尋ね、
話してもらう
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「Ａさんは 日本で病院へ行きましたか。」
「どうして 病院へ行きましたか。」
「かぜ？」「おなか？」
「だれと 行きましたか。」

Ａさんの日本語レベルと状況に合わせて
調整

Ａさんにとっての課題を確認し、それを
解決できるようになりたいという気持ち
を引き出し、共有する
（課題提起 problem posing)

➢教材例集 p.18
指導ノート
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＊一人で病院に行けるようになりたいが、ど
うしたらいいかわからない、という話が出て
きたら、

「これは多言語医療問診票です。」
「タイ語もあります。」
「これを 書きます。病院で 出します。
だいじょうぶです。」

「ほしいですか？ 使ってください」

＊例えば神奈川県内の公立病院であれば、
病院側が必要だと判断すれば、病院側の費

用負担で【医療通訳】が手配してもらえる制
度がある。そのためにも、まずは何とかして、
病院に行って初診を受ける必要があることを
伝える。



多言語医療問診票 （作成：NPO法人国際交流ハーテイー港南台）
http://www.k-i-a.or.jp/medical/
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➢教材例集
pp.9-10
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Ａさんにとって
わかりやすいことば、
使いやすいことばに
調整。

絵カードを使って
カルタ取り
ジェスチャーゲーム
→身体を動かしながら
ことばを身に付ける
工夫

＜ロールプレイ ＞

Ａ：(ひいたカードの絵にあわせて、
ジェスチャー）

Ｂ：（心配そうに）

どうしたんですか

Ｃ： おなかがいたいですか？

Ａ：（苦しそうに）…はい。

体験・行動
する

➢教材例集
p.11
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参加者それぞれが、自分がかかりそうな
病気・症状を想定して、問診票を記入

診療所で問診票を出しながら話す場面を
想定

協力者と一緒に、想定される場面を考え、
それぞれの日本語レベルに合わせて
会話例を一緒に作ってみて、
ロールプレイ。

疑似体験により、実際に必要な時に行動
できるように備える

➢教材例集
pp.12-13

Aさんの場合は、医師の診断について、
「すみません、メモを書いていただけませんか
（書いてください）。主人にも見せます。」と、
医師やスタッフに依頼することも、取り入れる
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次の回、別の回に行ってもよい。
教室全体の長期的プロジェクト
にする

教室に参加している学習者・指導者・
協力者（地域住民）みんなで、
地域の病院や医院について情報を出し
合い、「医療機関マップ」を作成して
みる。

それぞれに行ったことのある病院・医
院の名前を挙げ、そのときの体験を語
りながら、病院・医院の特徴や、多言
語サポート状況等をリストアップ。

➢教材例集
p.14

協働作業の中で対話が活性化

地域住民が、外国人がおかれている
状況を知り、課題解決・状況改善の
方法について、共に考え行動してい
くきっかけ作りも
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➢教材例集
p.32

＜バリエション＞
風を引いたときの対処法について、
教室の仲間や地域住民と対話

→国や地域などによる
対処法（＝文化）の多様性を
相互に理解

人間として共通することへの
気づき

（人はよりよく生きるために助け合い、
知恵を共有し、
世代を超えて伝えあう）

＊「(02)薬を利用する」収録の
教材を活用
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＜バリエション＞
身体ほぐし・
ウォームアップに
「日本語エアロビクス」を
してみても！

「ことば・表現シート」は、行動・体験活動の中
で必要に応じて参照するためのもの。

➢教材例集
p.15
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参照：
横浜市国際交流協会ＨＰ
「H24 教室実習型研修
実施報告」
第II期日本語コミュニケー
ション・ワークショップ
第２回 健康・病気・けが

http://yoke.or.jp/8niho

ngo/nihongo/24nen_ji

sshugata_keishu_ho

koku_toshi.pdf

★バリエション★

http://yoke.or.jp/8nihongo/nihongo/24nen_jisshugata_keishu_hokoku_toshi.pdf
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参照：
横浜市国際交流協会ＨＰ
「H25 教室実習型研修 実施報告」
http://www.yoke.or.jp/8nihongo/
nihongo/2014_kyoshitsu_jisshug
ata_kenshu_Hokoku.pdf
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カリキュラム案を教室活動に活用するポイント

❶地域・学習者に応じた教育内容の選択と工夫：

→対象となる学習者の状況、生活課題、ニーズを

捉えることから出発

＊「生活上の行為の事例」一覧表（23言語）を活用

❷実際に「できるようになる」ために、
行動・体験中心の活動を設計

❸専門家・地域住民との協働の活動を取り入れる

❹対話による相互理解が促されるように活動を工夫



３．行動・体験中心の活動のデザイン
について考えてみよう
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活動をデザインしてみよう ： グループワーク

（１）グループの中で共有した複数の学習者の中から、
一人の学習者Ｂさんを選ぶ

↓

（２）Ｂさんの状況、生活課題、ニーズを考える
↓

（３）Ｂさんにとって必要な「生活上の行為の事例」を検討し、
その中から優先度の高いものを選ぶ

↓

（４）その「生活上の行為」ができるようになるための、「行動・体験中
心の教室活動」を考える
＊Ｂさんを中心に検討しつつ、他の学習者も参加することを想定してよい
＊「医療機関で治療を受ける」を選んだ場合は、先に挙げた例をたたき台にして、
Ｂさんのレベルと教室の状況にあわせてどのように【調整】【工夫】を加えるか
を考えてもよい

★どんな活動を、どのように進めるか
★協力者は
★活動を進めるために必要な教材（リソース）は？
★「対話による相互理解」の取り入れ方は？
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活動をデザインしてみよう： 学習内容について検討
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活動をデザインしてみよう： 学習方法について検討
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教室活動設計のポイント

❶地域・学習者に応じた教育内容の選択と工夫：

→対象となる学習者の状況、生活課題、ニーズを

捉えることから出発

＊「生活上の行為の事例」一覧表（23言語）を活用

❷実際に「できるようになる」ために、
行動・体験中心の活動を設計

❸専門家・地域住民との協働の活動を取り入れる

❹対話による相互理解が促されるように活動を工夫



４．教材例集活用の留意点
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「教材例集」活用の留意点

「『教材例集』中の教材例を使用する際には、適宜修
正を加えて、地域の実情や学習者の日本語レベルに
合わせて、教材例の内容に手を加えたり、多言語情報
を活用したり、母語話者の協力を得る等、工夫を行う
ことが必要」（『教材例集』p.4, 『ガイドブック』p.4)

実際の教材は、地域の実情・学習者の状況
に合わせて、それぞれの現場で作成すること。
教材例集は、そのための参考例。
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さまざまな事例から学ぼう

15:10～16:10

平成２５年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

事例発表 ポスターセッション

16:15～16:45

分科会・事例発表の成果共有・報告会

＜参照ホームページ＞

●文化庁「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

http://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/kyouiku/seikatsusya/index.html

●日本語教育コンテンツ共有システム ＮＥＷＳ

http://www.nihongo-ews.jp/
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15:10～16:10   事例発表ポスターセッション
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振り返り・質疑応答
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おわり


